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警
籍
學
筐
物
館
の
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
言
に
就
い
て

分
解
す
る
。
新
聞
雑
誌
に
印
刷
さ
汎
て
あ
る
喜
県
を
搬
大
鏃
に
て
覗
く

れ
て
あ
る
と
恨
定
す
訊
ば
，
夫
々
約
五
百
四
十
八
個
の
要
素
が
あ
る
Q

-
A
)
線
と
す
汎
ば
、
斯
様

横
泣
び
の
盆
累
連
綬
し
て
明
睛
の
あ
る
一
苅
。

時
は
、
濃
淡
の
あ
る
多
数
の
獣
よ
り
紺
立
て
ら
れ
て
あ
る
事
が
判
る
。
斯

様
に
信
を
組
立
て
i
ゐ
る
｀
｀
却
を
要
素
と
云
い
詞
一
面
積
内
に

要
索
敷
の
多
い
程
其
繕
か
詳
細
な
勁
迄
現
は
肛
て
ぬ
る
。
：
今
日
黒
の
碁

石
で
碁
盤
の
上
に
簡
誓
館
を
現
す
こ
と
が
出
来
る
。
此
揚
合
此
碁
石

は
要
素
で
あ
る
。
此
碁
石
を
一
個
づ
i
順
次
他
碁
磐
の
上
に
移
し

eei最

初
の
碁
盤
の
上
に
夫
々
の
碁
石
か
あ
っ
た
闘
係
位
饂
に
蚊
べ
る
危
ら

が
出
来
る
。
テ
レ
ビ

ば
，
最
初
の
碁
盤
の
絹
を
文
の
碁
盤
に
移
す
こ
と

ジ
ョ
ン
で
は
斯
様
な
働
作
を
覆
械
的
に
或
は
電
氣
的
に
行
ふ
も
の
で
あ
一

る
。
菌
の
要
素
の
数
は
普
通
の
活
動
窟
真
映
零
事
の
揚
合
で
三
十
萬
個
位
[

あ
る
。
之
を
孵
秒
二
十
枚
送
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
一
個
の
要
素
を
送
る

に
六
百
萬
分
の
一
秒
で
あ
り
、
斯
椋
泣
超
高
忍
度
の
息
の
は
光
以
外
に
[

は
電
氣
よ
り
外
に
た
い
。
今
一
一
干
萬
個
の
要
素
が
縦
横
同
一
敷
饂
へ
ら

一一

な
線
が
誓
四
十
八
本
あ
る
鐸
で
；
言
走
査
線
と
名
付
け
て
ぬ
る
。

場
合
程
映
像
は
粗
鞣
に
な
る
。
叉
苺
秒
送
る
縮
の
数
が
少
い
程
ち
ら
つ

き
が
甚
し
く
な
る
。
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
活
動
喜
県
の
様
に
一
枚
の
縮

要
素
の
数
が
少
い
程
繕
は
粗
雑
に
な
召
換
言
す
れ
ば
走
査
線
の
少
い

を
同
時
に
送
る
こ
と
が
畠
来
克

一
端
他
端
へ
要
素
を
配
列
し
て
績
を

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
遠
方
に
あ
る
恋
の
を
目
の
前
に
再
生
し

て
見
る
忍
の
で
あ
る
電
話
に
よ
り
遠
方
の
音
を
間
＜
檬
に
電
気
の
作

用
を
利
用
し
て
、
物
を
見
る
技
術
で
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
を
邦
闘
し
て
電

観
と
云
ふ
。
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
に
い
て
考
へ
ら
れ
た
の
は
今
か
ら
六
十

ン
新
設
に

通
用
び
ら
れ
て
来
た
も
の
は
一
一
ボ
ウ
氏
園
板
で
あ
る
。
之
は
図
板
の
周

緑
髯
ふ
て
多
数
の
小
孔
を
等
し
い
間
隔
を
保
ち
て
渦
朕
に
穿
っ
た
も

の
で
あ
る
，
此
園
板
を
矢
印
の
方
向
に
同
韓
せ
し
む
る
時
，
夫
々
の
小

ム、な
身 図
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を
除
く
事
が
出
京
ぬ
。

妙
~
ら
ば
映
像
を
分
解
す
る
に
は
如
何
な
る
方
法
に
よ
る
か
。
最
も
普

完
成
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
，
徳
秒
五
十
枚
送
ら
た
け
れ
ば
ち
ら
つ
き

テ
し
ビ
ジ
ョ
ご
の
送
像
は
怠
置
（
電
送
の
場
合
と
同
檬
映
像
を
其
璧
同

時
に
一
枚
を
送
る
も
の
で
は
近
く
，
先
づ
映
像
面
を
多
敷
の
小
部
分
に

望
遠
鏡
で
は
中
間
に
障
害
物
が
あ
る
時
は
其
目
的
を
達
ず
る
事
が
出
来

な
い
が
≫

し
て
届
り
さ

ふ
意
義
は
テ
レ
は
連
の
意
昧
で
あ
り
、
。

テ
レ
ス
コ
ー
プ
卯
ち
望
遠
歳
と
同
じ
意
義
で
あ
る
。

今
度
濱
松
高
等
工
の
研
究
に
な
る
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
装
置
が
棗
京

科
亭
博
物
館
に
殴
備
さ
紅
、
一
般
に
公
開
さ
る
と
＇
：
と
に
な
っ
た

3

さ
て
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
と
は
如
何
な
ろ
も
の
か
。

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
と
云

ビ
ジ
ョ
ン
は
見
る
こ
と
を
意
味

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
に
就
い
て
は
最
近
新
聞
に
さ
雑
誌
に
、
或
は
通
俗
講

演
曾
に
、
色
々
＝
一
ユ
ー
ス
が
報
道
さ
れ
大
衆
の
注
目
を
引
い
て
ゐ
る
。

□午
位
前
の
こ
と
で
B

電
信
が
嶺
明
さ
虹
て
間
も
た
＜
電
信
符
競
の
代
り

に
簡
皐
た
稽
甕
を
其
儘
送
る
事
か
考
案
さ
れ
、
之
が
現
今
の
窮
真
電
送

｛
 

と
し
て
完
成
さ
れ
た
。
窯
置
（
電
送
の
場
合
一
枚
の
窮
襲
を
電
送
ず
る
に

｛
要
ず
る
時
間
は
十
分
で
も
二
十
分
で
忍
良
い
~
可
成
的
完
全
注
嵩
置
を

｛
電
送
す
れ
ば
足
り
る
。
今
窮
鱈
を
緑
秒
二
十
枚
か
一
二
十
枚
送
る
事
が
出

｛
・
来
る
な
ら
ば
、
恰
も
活
動
窮
鳳
に
於
け
る
と
同
様
運
動
物
憬
を
送
像
し

｛
て
3

之
を
逹
方
に
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
理
で
あ
る
。
斯
樗
に
短
時
間

一
に
多
設
の
書
県
を
電
送
す
る
こ
と
は
技
術
上
非
常
に
困
羅
な
こ
と
で
あ

｛
つ
て
?
寛
冥
電
送
が
現
在
の
如
く
寝
逹
し
，
テ
r
こ
ビ
ジ
ョ
ン
は
未
だ
に

完
全
に
成
功
し
て
ゐ
な
い
所
以
で
あ
る
。

京
京
科
學
博
物
館
長

秋
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恨
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し⇔為

て•

東
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レ
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孔
が
イ
ロ
ハ
＝
一
の
矩
形
の
範
園
芦
姦
移
動
し
て
行
く
間
小
孔
か
ら
光
線
を
へ
、
被
送
像
物
の
上
に
光
貼
を
捩
り
ま
き
‘
其
反
射
光
緑
を
光
電
管
に
入

通
過
せ
し
め
る
。
第
一
孔
が
イ
ハ
線
に
逹
す
れ
ば
第
二
孔
は
ロ
ニ
の
線
れ
る
方
法
が
あ
る
。
之
を
ェ
ク
ス
ト
レ
ー
ム
照
明
法
と
云
ひ
，
東
京
科

に
逹
し
，
第
一
孔
の
一
段
下
を
移
動
し
て
行
く
。
斯
く
し
て
圏
板
が
一
一
學
博
物
館
に
設
儲
さ
れ
た
も
の
は
此
方
法
を
使
用
し
て
ぬ
る
。

同

轄

ず

れ

ば

全

憬

の

小

孔

が

矩

形

面

を

ロ

ニ

か

ら

イ

ハ

の

方

同

へ

移

励

一

斯

様

に

人

工

照

明

し
て
行
き
b

矩

形

内

の

綿

て

の

部

分

か

ら

出

ろ

光

線

は

一

同

だ

け

小

孔

を

使

用

す

る

も

の

は

を
近
過
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
回
板
の
小
孔
は
百
似
あ
り
B

イ

ロ

ハ

ニ

被

送

像

物

を

時

室

内

は

正

方

形

で

あ

る

と

す

れ

ば

、

イ

ロ

ハ

ニ

た

る

面

を

一

萬

個

の

小

部

分

に

匹

直

か

な

く

て

は

な

誓

っ

要

素

に

分

解

ず

る

こ

と

が

出

来

る

。

イ

ロ

ハ

ニ

な

る

矩

形

の

上

に

｛

ら

戯

た

め

外

界

の

朕

レ

ン

ズ

を

喜

て

被

送

像

物

の

像

を

緒

ば

し

め

、

同

板

を

矢

印

の

方

向

｛

況

を

送

像

す

る

事

は

に

廻

韓

す

訊

ば

峡

像

を

分

解

し

各

要

素

の

明

晴

に

應

じ

た

光

は

小

孔

を

不

可

能

で

あ

る

。

又

通

過

す

る

。

此

光

線

を

光

電

管

に

入

れ

，

光

の

明

唸

に

比

例

し

た

電

流

＝

一

ポ

ウ

氏

園

板

を

使

贔

投

す

る

。

光

電

管

は

カ

リ

ウ

ム

と

か

セ

シ

ウ

ム

の

如

き

感

光

物

質

｝

用

し

て

或

程

度

以

上

に
走
査
線
を
壻
加
す

を
鞘
子
球
の
内
面
に
途
布
し
た
一
詞
の
鍔
空
管
で
、
感
光
物
質
に
光
を
一

営

て

る

時

は

其

光

の

鵞

に

比

例

し

た

電

流

が

流

肛

、

励

作

に

時

間

的

這

｛

る

事

は

困

難

で

あ

る

た
め
、
か
＼
る
方
法

れ
が
た
い
故
光
電
菱
換
と
し
て
最
も
都
合
の
よ
い
も
の
で
あ
る
r3

光
電

管
に
よ
り
光
の
明
贈
を
電
流
に
髪
へ
二
乙
を
有
線
又
は
熊
線
装
置
を
用
｛

び
て
受
像
所
に
侮
逹
せ
し
め
る
Q

斯
様
な
装
置
で
は
ニ
ポ
ウ
氏
国
板
の

小
孔
を
迎
じ
て
光
電
管
に
入
る
光
の
量
は
共
だ
微
尉
で
あ
る
。
従
っ
て

光
電
管
よ
h
出
る
電
流
も
極
め
て
微
小
で
あ
る
た
め
此
方
法
を
改
良
し

て
う
圏
に
示
し
て
あ
る
照
明
の
位
置
と
光
電
管
の
位
置
を
逆

軸
が
開
か
礼
た
J

ツ
オ
リ
キ
ン
博
士
の
ア
イ
コ
t,

，
ス
コ
ー
・
「
加
悶
之
で

あ
る
。
其
後
批
界
各
國
の
著
名
な
研
究
所
は
皆
此
電
氣
的
走
杏
管
の
研

究
を
進
め
粛
く
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
整
塁
光
明
を
認
め
る
事
が
出
来
、

完
成
翫
ぎ
特
来
に

あ
り
と
云
は
れ
て

ぬ
る
Q

次
に
受
像
器
の

小
形
で
あ
る
た
め
之
を
旗
大
ず
る
方
法
が
考
案
さ
肛
た
。
早
諮
田
大
學

に
て
研
究
さ
れ
た
方
法
は
b

ネ
オ
ン
ラ
ン
プ
の
代
り
に
ケ
几
。
セ
カ
と

文
部
時
報
第
茸
百
六
十
七
鱗

替

の
貰
現
は
不
可
詣
で

あ
る
と
親
ら
れ
て
わ
た
。
然
る
に
今
か
ら
三
年
前
来
國
に
於
て
ニ
ポ
ウ

氏
同
板
を
使
用
せ
ざ
る
方
法
即
ち
電
氣
的
走
査
法
に
よ
る
純
電
氣
的
テ

レ
ビ
ゞ
コ
ン
送
條
法
が
考
案
ぜ
ら
れ
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
研
究
に
妍
披

云
ふ
装
置
を
用
ひ
、
停
逹
さ
れ
た
電
流
の
大
小
に
應
じ
た
明
嗜
を
生
じ

て
ゲ
ル
。
セ
カ
の
装
置
か
ら
出
る
光
を
レ
ン
ズ
に
て
廻
韓
鏡
車
に
嘗
て
、

光
勘
を
扱
り
ま
い
て
映
像
を
現
す
も
の
で
あ
る
c

斯
柊
に
す
れ
ば
霰
百

人
の
人
も
同
時
に
見
る
事
が
出
来
る
‘
然
し
最
近
の
受
像
器
と
し
て
は

プ
ラ
ウ
ン
管
を
使
用
し
た
も
の
が
多
い
。
プ
ラ
ウ
ン
管
は
躙
の
如
く
買

空
な
漏
斗
朕
の
卵
子
管
で
，
底
部
に
螢
光
物
質
を
塗
布
し
て
あ
り
，
一

方
か
ら
電
子
を
寝
射
し
て
螢
光
膜
に
突
き
嘗
り
螢
光
を
褻
生
せ
し
む
る

て
ぬ
る
。
此
痰
生
ず
る
螢
光
の
強
弱
は
電
子
流
の
量
に
よ
り

原
始
的
注
心
の
は
様
に
た
っ

ニ
。
ホ
白
氏
園
板
と
菱
化
す
る
故
被
送
像
物
の
明
暗
に
應
じ
て
侶
達
さ
れ
る
大
小
電
流
を
電

ネ
オ
ン
ラ
ン
プ
を
子
の
疲
射
孔
の
所
に
加
へ
、
電
子
流
を
髪
化
せ
し
め
明
暗
濃
淡
の
螢
光

使
用
す
る
恵
の
に
一
撃
を
造
る
。
斯
様
な
螢
光
黙
を
螢
光
膜
面
に
配
列
す
る
に
は
霞
子
流
の

し
て
、
偉
逹
さ
仇
｛
進
行
方
同
を
順
次
髪
化
し
笞
丁
度
ニ
ポ
ゥ
氏
閻
板
の
小
孔
を
通
過
し
た

贔
置
の
大
小
に
｛
光
圏
か
被
送
像
物
の
上
を
移
動
し
て
行
く
割
合
と
同
じ
様
に
ず
れ
直
映

應
じ
て
明
滅
す
る

ネ
オ
ン
ラ
ン
プ
の

光
を
一
一
ボ
ウ
氏
図

板
の
小
孔
髯
追
じ

て
見
る
時
は
映
像
が
現
は
札
る
。
期
の
如
き
装
置
で
は
訣
像
が
極
め
て

＂ 
ぶ--•,
ì 

＇ 

ニミ、~
O 

゜
＼ 

／ 
J゚

4 

に
置
き
t

之
に
特
殊
注
波
形
の
電
流
を
送
り
詞
猿
す
れ
ば
螢
光
恥
を
振

り
ま
く
こ
と
が
出
来
る
。
ブ
ラ
ウ
ン
管
を
大
形
に
す
れ
ば
大
き
た
映
像

か
得
ら
札
る
が
、
製
作
上
困
雌
で
あ
る
。
底
部
の
直
琶
二
十
糧
位
の
も

の
は
製
作
さ
れ
て
ぬ
忍
斯
様
に
プ
ラ
ウ
ン
管
式
の
も
の
は
全
く
機
械

的
部
分
を
除
き
，
純
電
氣
的
に
掠
作
さ
訊
て
ぬ
る
。

尚
プ
ラ
ウ
ン
管
に
受
像
し
た
も
の
を
蹟
大
ず
る
た
め
に
レ
ン
ズ
を
用

忌
`~‘ 
ヽ唸

¥ 

第 固

で
は
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

ご
1



東
京
科
學
拇
物
館
の
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
新
設
に
就
い
て

し
‘
之
を
市
内
二
十
八
ヶ
所
の
受
像
所
に
て
受
険
し
一
般
に
公
閲
し
た
。

送
像
槻
の
大
部
分
は
ア
イ
コ
ノ
ス
コ
ー
プ
走
査
管
を
用
ひ
，
受
像
に
は

プ
ラ
ウ
ン
管
を
使
用
し
て
ぬ
る
ら
し
い
3

叉
今
年
の
デ
月
頃
ぺ
凡
lJ

シ

と
ラ
イ
プ
チ
ッ
ヒ
間
約
百
哩
に
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
電
話
を
質
施
し
た
J

之

は
ニ
ボ
ウ
氏
同
板
に
よ
る
走
査
に
し
て
．
受
像
に
は
ブ
ラ
ウ
ン
管
を
朋

竺
走
査
線
百
八
十
本
苺
秒
五
十
枚
の
装
鼈
で
あ
る
。

佛
國
は
最
近
迄
は
研
究
も
他
胴
に
比
し
て
租
遅
れ
て
ゐ
た
が
ン

—~ 
一

頃
か
ら
漸
く
進
歩
し
ェ
ッ
ヘ
ル
塔
誓
試
験
放
送
を
行
っ
て
ゐ
る
。
其
一

他
伊
、
白
，
和
蘭
等
に
て
も
着
々
研
究
を
進
め
放
送
準
備
を
急
い
で
ゐ

る
。
次
に
栽
圃
に
於
い
て
は
如
何
た
る
硯
朕
か
。

本
邦
に
て
始
め
て
研
究
に
着
手
さ
紅
た
の
は
大
正
十
一
『
四
年
頃
l

で
，
昭
和
一
二
年
液
松
高
等
工
業
學
校
敦
授
高
柳
氏
に
よ
り
初
め
て
貫
駿
一

公
開
さ
れ
た
。
其
後
早
朋
田
大
學
、
選
信
省
電
氣
試
紛
所
，
日
本
放
送
一

協
會
等
に
て
夫
々
獨
特
の
装
置
を
疲
表
し
夫
々
良
結
果
を
得
て
束
た
。
一

東
京
電
氣
株
式
會
砒
に
て
は
四
年
前
か
ら
電
氣
的
走
査
に
つ
き
研
究
に
｝

着
手
し
、
米
國
に
て
ア
イ
コ
ノ
ス
コ
ー
プ
を
辛
緊
表
さ
る
k

や
直
ち
に
澳
[

鬱
＝
向
エ
と
共
に
ア
イ
コ
ノ
ス
コ
ー
プ
走
査
管
の
研
究
に
若
手
し
た
。
此
{

電
氣
的
走
査
管
に
就
い
て
も
我
胴
獨
自
の
創
案
に
よ
り
研
究
が
進
め
ら
I

れ
て
ぬ
る
。
其
他
各
方
丙
か
ら
色
々
の
研
究
が
進
め
ら
れ
つ
＼
あ
る

が
'
-
プ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
技
術
の
最
も
遣
憾
に
思
ふ
巽
は
§
放
送
を
如
何
に

出
来
る

故
る
罰
者
に
は
不
便
を
思
じ
な
い
。
又
色
々
の
暴
面
を
編
纂
し
て
映
葛

す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
要
す
る
に
テ
レ
ヒ
ジ
ョ
ン
は
蜆
在
の
所
送

昇
冬

一五

は
多
額

の
観
費

を
要
す

る
た
め

小
規
模

の
二
研

究
所
や

學
校
内

の
研
究

室
に
て

は
賞
行

＂
不
可
能

に
し
て
、
此
貼
今
後
大
に
考
應
し
た
け
訊
ば
な
ら
ぬ
。
四
年
後
に
東
京

第五問

東京利暴隙物館に於けるテレビジョン賞験室

す
る
に

を
賀
行

る
。
之

と
で
あ

な
い
こ

虹
て
ゐ

ず
べ
き
か
‘
其
の
中
謄
方
法
如
佃
等
に
闘
す
る
研
究
に
は
未
だ
管
手
さ

ン
ピ
ッ
ク
大
嘗
に
於
て
は
八
憂
の
送
像
設
に
よ
り
競
技
の
賞
況
を
放
送

獨
乙
で
は
プ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
技
術
の
研
究
壺
表
は
政
府
の
焚
表
以
外
は

椴
禁
さ
れ
て
ゐ
る
た
め
詳
網
は
不
明
で
あ
る
。
今
年
＇
べ
少
リ
ン
の
オ
リ

ふ
事
が

あ
る
。

内
に
行

砂
五
十
校
を
送
る
装
置
で
B

走
査
線
の
多
い
こ
と
は

の
所
第
一
で

短
時
間

極
め
て

像

る
に
は

第

用

墜

烏

す

四

ブ

少
ム
を

ラ

に
フ
ィ

岡

ゥ

て
直
ち

ン

受
像
し

炉t:
E 

ヽ

云
び
ム
式
と

を
中
介

プ
イ
庄

る
。
之

一
度
受
像
し
た
忍
の
を
フ
ィ
ル
ム
に
撮
影
し
そ
礼
を
普

通
の
活
励
映
官
の
如
く
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
披
大
す
る
方
法
も
あ

ラ
ウ
ン
管
を
使
用
す
る
方
法
は
最
忍
適
嘗
で
あ
0
将
来
性
あ
る
忍
の
と

云
は
れ
て
ゐ
る
。
又
大
衆
向
き
と
し
て
は
中
介
フ
ィ
凡
ム
式
で
あ
ら
う
。

｝
現
今
世
界
に
於
い
て
最
も
よ
く
テ
レ
ど
ジ
ョ
ン
を
研
究
し
て
ゐ
る
の

は
米
胴
で
，

R
．
C
.
A
會
賦
フ
ァ
ー
ン
ス
ワ
ー
ス
研
究
所
等
で
は
多

数
の
観
費
と
優
秀
誓
誓
者
を
集
め
て
研
究
を
進
め
て
誓
。
ア
イ

□:-
〈
コ
ー
ー
プ
走
忍
管
歪
明
者
忍
R
.
C
。
A
會
紅
の
技
術
者
で
あ
る
。

｝
現
在
行
っ
て
ゐ
る
走
脊
管
は
走
査
線
一
二
百
四
十
三
本
苺
秒
六
十
枚
の
霊

一
を
送
る
註
字
置
で
あ
る
。
次
に
英
網
で
は
七
年
荊
か
ら
孜
々
と
し
て
研
究

を
進
め
て
居
り
、
抵
界
最
籾
に
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
｛
賀
験
に
成
功
し
た
ベ
ア

ー1
ド
氏
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
生
虹
で
あ
竺
。
マ
刀
コ
ニ
ー
悔
屁
、
・
ベ

｛
ァ
ー
ド
會
祉
は
英
闊
放
送
協
貧
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
明
年
け
は
せ
ら
る

{
＼
祈
帝
の
戴
冠
式
に
間
に
合
せ
る
た
め
放
送
餃
備
の
完
成
を
急
い
で
ゐ

一
る
。
マ
ル
．
コ
ニ
ー
會
屈
の
も
の
は
米
國
R
。
C)
。
A
の
ア
イ
コ
ノ
ス
コ
ー

｛
プ
〔
英
國
で
は
エ
ミ
ッ
ー
い
b

・
ロ
ン
と
云
ふ
）
を
用
ひ
、
走
査
線
四
百
五
本
苺

｝
 

ふ
る
も
の
や
，

像
器
と
し
て
は
ア
イ
コ
ノ
ス
コ
ー
プ
式
走
査
管
，
受
像
器
と
し
て
は
プ

文
部
時
報
第
五
百
六
十
七
琥
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四



に
開
催
さ
る
ぷ
弟
十
二
同
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
大
會
は
箪
に
競
技
の
優
膀
を

季
ふ
の
み
な
ら
す
、
國
民
的
偉
大
な
精
紳
力
を
預
揚
し
、
躍
進
文
化
を

世
界
に
認
識
せ
し
む
る
絶
好
の
機
會
で
あ
る
。
ベ
ル
リ
ン
大
會
に
於
て

は
國
産
窯
鍍
電
送
機
は
其
優
秀
な
る
能
力
を
獲
揮
し
た
。
現
代
科
學
の

最
高
峰
を
行
く
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
技
術
に
就
い
て
も
全
泄
界
を
駆
倒
し
、

我
獨
創
の
装
置
に
よ
り
其
貰
景
を
全
批
界
に
放
送
さ
れ
ん
こ
と
を
期
待

す

る

も

の

で

あ

る

。

・

此
秋
に
嘗
り
束
京
科
學
博
物
館
に
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
装
置
が
設
備
さ

れ
、
常
設
公
開
さ
れ
た
事
は
誠
に
喜
ぶ
べ
き
所
で
あ
る
。
本
装
置
は
濱

松
高
エ
電
醗
研
究
室
に
て
咋
年
度
迄
の
研
究
に
使
用
し
た
装
置
を
其
儘

移
轄
し
た
も
の
で
あ
る
。
―
―
ポ
ウ
園
板
走
査
に
よ
る
も
の
で
走
査
線
百

本
、
毎
秒
の
送
像
板
数
約
十
七
枚
、
プ
ラ
ウ
ン
管
に
よ
る
受
像
方
式
で

あ
る
9

約
三
十
坪
の
賓
瞼
室
を
防
晋
壁
を
施
し
暗
室
装
置
と
し
た
ス
タ

戸
0

汀日＇いいい[[ピ[

マ
イ
ク
ロ
フ
ォ
ン
を
設
備
し
、
全
身
半
身
何
れ
も
自
由
に
送
る
事
が
出

来
る
。
本
装
置
に
は
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
先
端
を
行
く
ア
イ
コ
ノ
ス
コ
ー

プ
の
如
き
電
氣
的
走
査
管
の
設
備
た
き
も
、
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
の
原
理
作
―

用
を
一
般
大
衆
に
了
解
せ
し
む
る
に
は
最
適
の
も
の
で
、
學
術
郊
識
普

及
上
極
め
て
有
盆
な
も
の
で
あ
る
。
賀
験
公
開
は
経
奨
の
騨
係
等
か
ら

文
部
時
報
第
五
百
六
十
七
賦
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ヽ

ヽ
＼

嘗
分
の
間
は
一
日
一
同
午
後
＝
一
時
か
ら
四
時
迄
の
間
に
行
ひ
、
春
秋
1

1

季
(
-
―
-
、
四
、
五
、
六
、
十
、
十
一
月
）
は
毎
日
一
同
、
夏
冬
二
季
（
七

八
、
九
、
十
二
、
一
、
1

一
月
）
は
毎
週
日
、
火
、
木
の
一
二
日
間
前
記
の

時
間
中
に
寅
験
を
行
ふ
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
J

一
六
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）
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纂

委

員

長

ハ

文
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課

長

ヲ

以

テ

之

＝
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